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か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

１ 

 
 
 

閘
門
橋 

 
 
 
 

都
内
で
唯
一
の 

 
 
 
 
 

レ
ン
ガ
造
り
ア
ー
チ
橋 

 

葛
飾
区
の
最
北
端
に
あ
っ
て
、
数
メ
ー
ト
ル
歩
け
ば
埼
玉
県

の
三
郷
市
に
入
り
、
さ
ら
に
数
十
メ
ー
ト
ル
行
く
と
八
潮
市
と

い
う
所
に
あ
る「
閘
門
橋（
こ
う
も
ん
ば
し
）」を
紹
介
し
ま
す
。 

葛
飾
区
が
発
行
し
て
い
る
「
葛
飾
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」（
発

行
日
：
二
〇
一
四
年
三
月
一
日
）
の
「
葛
飾
今
昔
ま
ち
あ
る
き
」

に
よ
る
と
、
閘
門
橋
は
「
明
治
時
代
に
水
害
防
止
の
た
め
に
造

ら
れ
た
橋
。（
中
略
）
都
内
唯
一
の
レ
ン
ガ
造
り
の
ア
ー
チ
橋
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

水
元
公
園
の
最
北
端
出
入
口
「
猿
町
口
」
を
出
る
と
、
石
畳

み
の
広
い
歩
道
が
あ
り
、
右
へ
向
か
う
と
数
メ
ー
ト
ル
先
の
左

側
に
２
枚
の
金
属
製
プ
レ
ー
ト
が
上
下
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
上
段
に
は
「
閘
門
橋
（
明
治
四
十
二
年
完
成
）」
と
あ
り
、

２
行
目
か
ら
の
説
明
文
が
「
閘
門
橋
は
、
レ
ン
ガ
造
ア
ー
チ
橋

と
し
て
は
、
東
京
に
現
存
す
る
唯
一
の
貴
重
な
橋
で
す
。
橋
名

の
閘
門
と
い
う
の
は
、
水
位
・
水
流
・
水
量
等
の
調
節
用
の
堰

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。 

続
い
て
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
後

半
に
は
「
新
大
場
川
水
門
の
完
成
に
よ
り
閘
門
と
し
て
の
役
割

を
終
え
・
・
・
」
と
あ
り
、
最
後
に
は
「
閘
門
橋
は
、
こ
う
し

た
人
々
の
水
と
の
生
活
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
平
成
二

年
二
月 

東
京
都
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

下
段
の
小
さ
い
プ
レ
ー
ト
に
は
「
土
木
學
會
選
奨
土
木
遺

産2013

閘
門
橋
（
旧
二
郷
半
領
猿
又
閘
門
）」
と
あ
り
ま
す

が
、
カ
ッ
コ
内
は
「
に
ご
う
は
ん
り
ょ
う
さ
る
が
ま
た
こ
う

も
ん
」
と
読
み
、
こ
の
地
域
の
古
い
時
代
の
土
地
名
だ
そ
う

で
す
。 

茶
色
の
レ
ン

ガ
造
り
に
は
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
を

感
じ
ま
す
が
、

周
辺
の
見
ど
こ

ろ
は
、
秋
な
ら

ば
水
元
公
園
の

メ
タ
セ
コ
イ
ア

（
Ｐ
９
「
水
元

の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
」）、
春
は
閘

門
橋
の
上
か
ら

眺
め
る
大
場
川

三
郷
側
の
桜
と
、

そ
の
後
に
薄
紫

の
花
が
咲
く
栴

檀（
せ
ん
だ
ん
）

で
す
。 

ま
た
、
閘
門
橋
と
新
大
場
川
水
門
と
の
間
の
大
場
川
沿
い

（
葛
飾
側
）
の
土
手
に
は
約
千
メ
ー
ト
ル
続
く
桜
並
木
が
あ

り
、
満
開
時
は
見
事
（
写
真
は
Ｐ
７
「
西
水
元
水
辺
の
公
園
」

参
照
）
で
す
。 

バ
ス
で
行
く
な
ら
、
金
町
駅
南
口
か
ら
京
成
バ
ス
金
61
八

潮
駅
南
口
行
き
で
大
場
川
バ
ス
停
下
車
、
信
号
を
渡
っ
て
歩

道
に
入
り
、
来
た
ほ
う
へ
10
数
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
閘
門
橋
。

ま
た
は
金
町
駅
北
口
か
ら
東
武
バ
ス
51
三
郷
中
央
駅
行
き

で
大
場
川
下
車
。も
し
、新
大
場
川
水
門
ま
で
歩
い
た
な
ら
、

帰
り
は
す
ぐ
近
く
の
土
手
下
に
あ
る
京
成
バ
ス
金
62
の
バ

ス
停
か
ら
金
町
駅
北
口
ま
で
。（
地
図
は
Ｐ
７
「
西
水
元
水
辺

の
公
園
」、
Ｐ
９
「
水
元
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
を
参
照
） 
葛三橋（車道）側のブロンズ像は洪水時に堰板を差し込む姿／17.11.２ 

大場川（東側）から見た閘門橋／撮影：2018年４月20日 

中川（西）側から見た新しい大場川水門。左は八潮市／17.11.２ 
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古
隅
田
川
緑
道 

 
 
 
 

葛
飾
区
と
足
立
区
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
隅
田
川
が
区
境 

 

葛
飾
区
発
行
「
葛
飾
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
の
「
葛
飾
今
昔

ま
ち
あ
る
き
」
に
よ
る
と
、「
古
隅
田
川
緑
道
」
は
、「
足
立
区

と
葛
飾
区
の
境
目
が
ジ
グ
ザ
グ
な
の
は
、
武
蔵
と
下
総
の
国
境

が
こ
の
川
だ
っ
た
た
め
。
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
る
区
境
の

川
沿
い
の
緑
道
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

地
形
か
ら
考
え
る
と
、
古
隅
田
川
は
荒
川
水
系
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
実
は
利
根
川
水
系
だ
そ
う
で
す
。
現
在
の
中
川

か
ら
綾
瀬
川
ま
で
の
区
境
は
「
西
暦
６
４
５
年
（
大
化
元
年
）、

大
化
の
改
新
頃
、
国
・
郡
・
里
制
度
が
制
定
さ
れ
、
足
立
は
武

蔵
国
足
立
郡
、
葛
飾
は
下
総
国
葛
飾
郡
に
編
入
さ
れ
、
古
隅
田

川
が
両
国
の
境
と
な
る
」
と
、
区
境
の
数
カ
所
に
あ
る
案
内
板

「
古
隅
田
川
を
巡
る
歴
史
」
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

ア
リ
オ
、
東
京
イ
ー
ス
ト
レ
ジ
デ
ン
ス
（
亀
有
三
丁
目
、
中

川
一
丁
目
）
な
ど
建
物
内
・
敷
地
内
の
例
外
を
除
く
と
、
区
境

は
レ
ン
ガ
敷
石
畳
の
歩
道
に
な
り
、
最
も
狭
い
と
こ
ろ
は
わ
ず

か
１
・
２
メ
ー
ト
ル
（
ア
リ
オ
の
近
く
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

全
長
約
５
４
５
０
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
全
て
を
巡
る
な
ら

自
転
車
、
歩
く
な
ら
綾
瀬
駅
か
ら
亀
有
方
面
へ
常
磐
線
右
下

を
通
り
、
境
四
橋
か
ら
親
水
緑
道
へ
。
バ
ス
な
ら
新
小
51
、

綾
01
で
登
記
所
（
法
務
局
）、
綾
瀬
駅
か
ら
葛
飾
区
助
成
の

小
菅
じ
ゅ
ん
か
ん
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
さ
く
ら
」
で
小
菅

三
丁
目
、
ま
た
は
野
崎
医
院
下
車
。 

葛
飾
区
と
ユ
ニ
コ
ム
か
つ
し
か
の
協
働
事
業
「
暮
ら
し
を

彩
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
の
小
菅
教
室
（
小
菅
憩
い
交
流
館
）

は
、
こ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
小
菅
三
丁
目
、
野
崎
医
院
下
車

で
約
５
分
、
京
成
タ
ウ
ン
バ
ス
新
小
51
、
綾
01
の
登
記
所

か
ら
古
墨
田
川
沿
い
に
歩
い
て
約
10
分
で
す
。 

小菅三丁目付近の木道。左が足立区、右は葛飾区小菅／16.５.13 

小菅交番前付近。左が足立区、右は葛飾区小菅／撮影：2018年４月21日 
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３ 
 
 

裏
門
堰
親
水
水
路
と 

 
 
 
 
 

小
菅
万
葉
公
園 

葛
飾
区
と
足
立
区
の
区
境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

葛
飾
区
発
行
「
葛
飾
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
の
「
葛
飾
今
昔

ま
ち
あ
る
き
」（
そ
の
１
小
菅
➇
）
に
、「
裏
門
堰
」
と
「
小
菅

万
葉
公
園
」
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
裏
門
と
い
う
名
前

の
由
来
で
あ
る
小
菅
御
殿
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
御
殿
の
裏
門
に
あ
っ
た
堰
は
、
前
回
の
「
古
隅
田
川
」

と
同
様
、
足
立
区
と
葛
飾
区
の
境
目
と
な
っ
て
お
り
、
区
境
の

数
カ
所
に
あ
る
案
内
板「
古
隅
田
川
総
合
案
内
」の
地
図
で
は
、

古
隅
田
川
に
続
く
区
境
と
し
て
一
緒
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
水
路
の
荒
川
寄
り
に
あ
る
小
菅
万
葉
公
園
は
、
万
葉
集

（
巻
14-3564

）
で
「
古
須
気
（
こ
す
け
）
ろ
の
浦
吹
く
風
の

…
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。「
浦
」
と
あ
る

の
は
、こ
の
辺
に
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。 

 

綾
瀬
駅
で
下
車
、
小
菅
方
面
へ
常
磐
線
を
右
上
に
見
な
が
ら

や
や
ジ
グ
ザ
グ
の
道
を
５
分
ほ
ど
歩
く
と
綾
瀬
川
の
堤
防
に
突

き
当
た
り
ま
す
。
信
号
先
の
上
に
あ
る
伊
藤
谷
橋
を
渡
り
、
階

段
を
降
り
た
先
が
裏
門
堰
で
す
。 

歩
く
の
が
苦
手
な
方
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
の
小
菅
駅
で
下
車
、

ま
た
は
綾
瀬
駅
か
ら
小
菅
じ
ゅ
ん
か
ん
の
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
さ
く
ら
」（
200
円
）
で
ふ
く
ろ
う
堂
、
小
菅
駅
下
車
。 

足
に
自
信
が
あ
る
な
ら
、「
五
反
野
親
水
緑
道
」
を
東
武
線

の
五
反
野
駅
ま
で
歩
く
の
も
一
興
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
く

に
裏
門
堰
付
近
の
桜
は
見
事
な
の
で
、
春
先
の
散
歩
は
お
薦

め
で
す
。
裏
門
堰
か
ら
始
ま
る
五
反
野
親
水
緑
道
の
桜
は
、

常
磐
線
や
千
代
田
線
か
ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

電
車
か
ら
満
開
を
確
認
し
て
か
ら
で
も
良
い
で
し
ょ
う
。 

小菅万葉公園。右側の柵内は東京拘置所官舎／18.４.21 

東京拘置所所付近。左が足立区、右は葛飾区小菅／撮影：2018年４月29日 
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親水公園入口／右が葛飾区新小岩、左は江戸川区／撮影：2018年５月27日 
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４ 
 
 

小
松
川 境

川
親
水
公
園 

葛
飾
区
と
江
戸
川
区
の
区
境 

 

「
小
松
川
境
川
親
水
公
園
」
は
川
が
二
文
字
な
の
で
、
二
つ

の
川
に
ち
な
ん
だ
公
園
の
よ
う
で
す
が
、
昔
の
東
小
松
川
村
と

西
小
松
川
の
境
を
流
れ
て
い
た
境
川
を
利
用
し
た
江
戸
川
区
２

番
目
の
親
水
公
園
で
、
全
長
は
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
昔

の
川
を
利
用
し
た
こ
と
で
、
こ
の
あ
た
り
の
親
水
公
園
と
同
じ

よ
う
に
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
ま
す
。 

葛
飾
と
江
戸
川
の
区
境
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
１
キ
ロ
未

満
で
す
の
で
、３
キ
ロ
以
上
が
江
戸
川
区
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
61
年
に
「
ふ
る
さ
と
『
手
づ
く
り
郷
土
賞
』
ふ
れ
あ
い
の

水
辺
」
の
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
川
底
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
や
や

作
り
す
ぎ
の
感
じ
で
す
。
作
っ
た
江
戸
川
区
も
そ
の
反
省
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
親
水
公
園
は
、
自
然
を
生

か
し
た
、
例
え
ば
「
一
之
江
親
水
公
園
」
の
よ
う
に
動
植
物
が

生
息
で
き
る
よ
う
な
小
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ほ
と
ん
ど
自
転
車
進
入
禁
止
で
す
が
、
左
右
に
舗
装
道
路

が
あ
り
ま
す
。
歩
く
な
ら
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
か
ら
錦
糸
町
駅
経
由

両
国
駅
行
、
船
堀
駅
行
（
錦
27
）
で
菅
原
橋
か
江
戸
川
区
役

所
下
車
。 

Ｊ
Ｒ
新
小
岩
駅
か
ら
船
堀
駅
経
由
西
葛
西
駅
行
（
新
小

21
）、
葛
西
駅
行
（
新
小
22
）
で
江
戸
川
高
校
か
江
戸
川
区

役
所
下
車
、
葛
西
駅
経
由
東
京
臨
海
病
院
行
（
新
29
）
で
本

一
色
下
車
、
瑞
江
駅
経
由
江
戸
川
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
行
（
新

小
71
）
で
本
一
色
下
車
。 

お花見で賑わう中央森林公園（江戸川区）／18.３.25 
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か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

５ 
  

小
菅
東
・
西
公
園
と 

 
 

荒
川
土
手
遊
歩
道 

花
時
計
と
パ
ノ
ラ
マ
展
望 

 

「
か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち
」
１
・
２
・
３
で
紹
介
し
た

葛
飾
区
発
行
「
葛
飾
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
／
葛
飾
今
昔
ま
ち
あ

る
き
／
そ
の
１
・
小
菅
」
は
、「
今
昔
」
な
の
で
歴
史
を
た
ど
る

道
案
内
と
な
っ
て
お
り
、
散
策
の
最
後
⑧
が
「
古
隅
田
川
緑
道
」

（
Ｐ
２
で
紹
介
）、
⑧
の
う
ち
ⓐ
は
正
覚
寺
、
ⓑ
が
「
小
菅
東
ス

ポ
ー
ツ
公
園
」、
ⓒ
は
「
小
菅
西
公
園
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

 

歴
史
よ
り
も
花
と
緑
、
樹
木
や
水
辺
を
好
き
な
人
は
古
隅
田

川
緑
道
の
最
下
流
（
バ
ス
停
／
登
記
所
、
野
崎
医
院
、
小
菅
三

丁
目
）
か
ら
出
発
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
西
公
園
、
荒
川
土
手
・

河
川
敷
、
堀
切
菖
蒲
園
へ
の
散
策
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

た
だ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
そ
の
名
の
通
り
な
の
で
、
日
本
庭
園

や
桜
の
花
を
見
る
目
的
だ
け
で
行
く
に
は
、
ビ
ル
５
階
ぐ
ら
い

の
高
さ
ま
で
登
る
た
め
、
足
腰
に
自
信
の
無
い
人
に
は
ち
ょ
っ

と
き
つ
い
で
し
ょ
う
。
水
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
あ
る

西
公
園
も
５
階
く
ら
い
の
高
さ
で
す
が
、
新
設
の
フ
ッ
ト
サ
ル

場
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
荒
川
の

パ
ノ
ラ
マ
に
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
見
え
、
公
園
の
中
央
に
あ
る

花
時
計
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
荒
川
の
土
手
や
河
川
敷
を
散
歩

し
た
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
堀
切
水
辺
公
園
」
や
「
堀
切
菖

蒲
園
」、「
紫
陽
花
の
道
」
へ
行
く
の
も
お
薦
め
で
す
。 

葛
飾
区
と
ユ
ニ
コ
ム
か
つ
し
か
の
協
働
事
業
「
暮
ら
し
を

彩
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
の
小
菅
教
室
（
小
菅
憩
い
交
流
館
）

は
、
こ
す
げ
小
学
校
の
前
で
、
バ
ス
な
ら
綾
瀬
駅
か
ら
葛
飾

区
助
成
の
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー「
さ
く
ら
」で
小
菅
三
丁
目
、

野
崎
医
院
下
車
、
信
号
の
下
に
あ
る
交
番
の
前
を
通
り
、
約

５
分
で
す
が
、
こ
の
ワ
ゴ
ン
車
は
停
留
所
以
外
の
希
望
す
る

場
所
で
下
車
で
き
ま
す
の
で
便
利
で
す
。 

小菅西公園の花時計／18.４.25 

小菅東スポーツ公園の日本庭園／撮影：2018年４月29日 
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彼岸花（赤）と  イタドリの花（白）／撮影：2015年９月19日 

か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

６ 
 

彼
岸
花
の
群
生
地 

 
 
 

水
元
公
園
の
隠
れ
た
名
所 

 

ネ
ッ
ト
で
「
葛
飾
区
の
彼
岸
花
」
と
検
索
す
る
と
奥
戸
８-

５-

19
の
宝
蔵
院
が
出
て
き
ま
す
。
宝
蔵
院
は
「
葛
飾
観
光
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
／
葛
飾
今
昔
ま
ち
あ
る
き
／
そ
の
10
・
高
砂
・
奥

戸
⑨
」
で
「
赤
・
白
・
黄
の
彼
岸
花
が
咲
き
揃
う
」
と
、
葛
飾

区
発
行
の
「
か
つ
し
か
の
地
図
・
街
歩
き
お
す
す
め
ル
ー
ト
」

／
「
高
砂
・
奥
戸
／
中
川
沿
い
の
風
景
を
楽
し
む
」
で
は
「
９

月
下
旬
は
境
内
に
色
と
り
ど
り
の
彼
岸
花
が
見
ご
ろ
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

葛
飾
区
は
河
川
敷
や
土
手
な
ど
に
彼
岸
花
が
数
多
く
見
ら
れ

る
の
で
特
に
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
千
株
の
群
落
と
な

る
と
宝
蔵
院
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
水
元
公
園
東
の
群

落
は
約
一
万
株
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

水
元
公
園
東
の
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
金
町
八
丁
目
地
区
／
花
菖

蒲
園
や
オ
ニ
バ
ス
池
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
春
に
は
桜
、
藤
な
ど

の
花
が
見
ご
ろ
の
時
で
も
人
が
少
な
く
静
か
で
す
。 

 

彼
岸
花
は
円
形
の
芝
生
広
場
を
囲
む
よ
う
に
約
百
メ
ー
ト

ル
の
半
円
形
状
に
密
集
し
て
い
ま
す
。
た
だ
す
ぐ
そ
ば
に
生

え
て
い
る
林
の
葉
が
上
に
被
さ
り
、
ま
た
同
じ
場
所
に
茂
っ

て
い
る
イ
タ
ド
リ
に
遮
ら
れ
遠
く
か
ら
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。 

近
い
バ
ス
停
は
東
金
町
八
丁
目
／
東
武
バ
ス
金
50
で
す

が
、
朝
夕
の
み
の
運
行
、
本
数
も
少
な
い
の
で
、
お
薦
め
は

金
町
駅
南
口
５
番
乗
り
場
発
の
東
武
バ
ス
金
52
・
金
54
三

郷
方
面
行
き
で
高
須
下
車
。
草
に
埋
も
れ
た
小
川
に
沿
っ
て

外
郭
環
状
道
路
を
目
指
し
、
右
に
雑
木
の
丘
を
眺
め
な
が
ら

直
進
、
高
速
道
路
を
く
ぐ
っ
た
先
の
左
に
あ
る
駐
車
場
の
奥

が
彼
岸
花
の
群
生
地
で
す
。 

林の中へ続く彼岸花／15.９.19 

芝生広場の紅葉／17.11.29 
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か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

７ 
 
 

西
水
元
水
辺
の
公
園 

 
 
 

中
川
の
新
名
所 

 
 

 

こ
の
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
葛
飾
区
の
案
内
板
に
『「
水

辺
に
ふ
れ
あ
う
中
川
の
新
名
所
」
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
中
川

の
自
然
景
観
を
活
か
し
た
公
園
で
す
。
園
内
に
は
、
生
物
の
生

息
場･

人
と
川
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ワ
ン
ド
や
自
然
観
察

湿
地
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
交
流
広
場
や
多
目
的
運
動
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。』、『
川
に
ふ

れ
あ
え
る
場
と
し
て
、
緩
傾
斜
護
岸
と
ワ
ン
ド
（
入
り
江･

た
ま

り
）
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ワ
ン
ド
は
水
生
植
物
や
昆
虫
、
魚

類
、
鳥
類
な
ど
の
多
様
な
生
物
の
良
好
な
生
育
環
境
と
な
り
ま

す
。』、『
ワ
ン
ド
は
葛
飾
区
の
西
水
元
水
辺
の
公
園
自
然
再
生
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
再
生
区
域
は
、
自
然
が
再
び

生
き
返
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
場
所
で
す
。
平
成
19
年
３
月

31
日
指
定
』
と
あ
り
ま
す
。 

 

葛
飾
区
内
の
中
川
両
岸
に
は
遊
歩
道
が
あ
り
ま
す
が
、
柵
の

た
め
直
接
水
に
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
は
緩
や
か

に
傾
斜
し
た
護
岸
で
あ
る
た
め
、
ま
た
水
辺
に
降
り
る
階
段
が

三
ヶ
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
直
接
水
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

平
成
19
年
３
月
、
三
菱
ガ
ス
化
学
の
裏
か
ら
大
場
川
水
門
ま

で
車
道
両
側
に
遊
歩
道
が
完
成
、
徒
歩
・
自
転
車
・
自
動
車
（
飯

塚
橋
か
ら
水
元
猿
町
ま
で
は
一
方
通
行
）
で
通
行
可
能
で
す
。 

徒
歩
な
ら
亀

有
駅
北
口
か
ら

東
武
バ
ス
の
有

25
・
有
27
で

葛
飾
車
庫
で
下

車
し
、
土
手
に

登
っ
た
ら
上
流

へ
。
金
町
駅
北

口
の
京
成
バ
ス

金
62

で
大
場

川
水
門
下
車
し
、

土
手
に
登
っ
た

ら
下
流
へ
。 

自
転
車
な
ら

東
京
理
科
大
学

敷
地
内
の
花
や

樹
木
を
見
物

（
Ｐ
12
参
照
）、

三
菱
ガ
ス
化
学

の
裏
か
ら
遊
歩

道
の
中
川
側
に

入
り
、
飯
塚
橋

下
を
直
進
。 

水
辺
の
公
園
を
散
策
後
、
も
し
飯
塚
橋
の
方
か
ら
来
た
の

で
あ
れ
ば
大
場
川
水
門
へ
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
住
宅
側
を
通
る

と
、
ま
だ
少
し
野
菜
畑
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
季
節
感
を
味

わ
え
ま
す
。 

も
し
桜
の
季
節
で
あ
れ
ば
、
大
場
川
水
門
か
ら
見
る
大
場

川
（
右
方
向
の
葛
飾
区
側
）
の
桜
並
木
は
見
事
で
、
提
灯
無

し
の
桜
ト
ン
ネ
ル
は
貴
重
で
す
の
で
、
大
場
川
の
土
手
を
通

り
、水
元
猿
町
の
バ
ス
停（
有
51
／
亀
有
駅
～
三
郷
中
央
駅
）

ま
で
行
く
の
も
お
薦
め
で
す
。 

大場川水門から見た大場川の桜並木／17.４.７ 

緩傾斜護岸とワンド（中央）、左は中川／撮影：2018年５月20日 
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か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

８ 
 
 

中
川
水
辺
の
テ
ラ
ス 

 
両
岸
の
緑
道
に
増
設 

 
 

 

中
川
は
葛
飾
区
中
央
を
流
れ
、
区
民
に
身
近
で
す
が
、
旧
中

川
は
昭
和
50
年
頃
か
ら
の
護
岸
工
事
で
中
川
左
岸
・
右
岸
緑
道

公
園
が
整
備
さ
れ
、
遊
歩
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
旧
中
川
地
域
は
海
抜
０
ｍ
地
帯
な
の
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防

波
壁
が
高
く
、
水
辺
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

平
成
20
年
頃
か
ら
護
岸
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
工

事
中
の
立
石
八
丁
目
・
奥
戸
７
丁
目
～
高
砂
１
丁
目
の
現
場
に

は
次
の
よ
う
な
お
知
ら
せ
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
東
京
都
で
は
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、

中
川
に
お
い
て
河
川
内
の
地
盤
強
化
等
に
よ
る
耐
震
対
策
事
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
辺
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
テ

ラ
ス
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
」。 

 

こ
の
よ
う
に
新
し
く
水
辺
に
設
置
さ
れ
た
左
右
の
歩
道
は

「
テ
ラ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
、
平
成
22
年
７
月
に
中
川
緑
道
公

園
の
一
部
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
が
、
増
設
工
事
は
左
右
と
も

上
流
へ
と
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

右
岸
（
四
つ
木
、
立
石
側
）
は
上
平
井
橋
か
ら
前
記
の
よ
う

に
立
石
八
丁
目
ま
で
完
成
、
左
岸
（
西
新
小
岩
、
奥
戸
側
）
は

奥
戸
一
丁
目
ま
で
完
成
し
、す
で
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、魚
釣
り
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
人
々
が
散
見
さ
れ
ま
す
。 

左
右
の
緑
道

公
園
か
ら
新
設
テ

ラ
ス
に
降
り
る
階

段
は
十
数
か
所
あ

り
、
簡
単
に
水
辺

に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
階
段

を
登
り
降
り
し
ま

す
の
で
自
転
車
は

無
理
で
す
が
、
幅

が
広
く
、
ベ
ン
チ

も
あ
り
ま
す
の
で
、

家
族
連
れ
の
散
策

に
は
最
適
で
す
。 

ま
た
水
辺
の

防
波
壁
に
は
住
ん

で
い
る
魚
類
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
、

テ
ラ
ス
に
は
樹
木

を
植
え
た
花
壇
が

設
け
ら
れ
て
季
節

の
花
々
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

右
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
広
い
東
立
石
緑
地
公
園
が
あ
り
ま

す
。
平
成
11
年
ま
で
あ
っ
た
田
辺
製
薬
の
子
会
社
・
立
石
製

薬
の
跡
地
で
、
平
成
20
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
盛
土
し
た
な

だ
ら
か
な
芝
生
の
丘
に
は
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
遊
具
、
大

人
の
健
康
器
具
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

テラスへ降りる階段と壁画・花壇／撮影：2016年12月５日 

東立石緑地公園（奥の白い建物は本田中学校）／18.４.８ 
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駐車場のモミジバフウ／17.11.１ 

駐車場付近のユリノキ／16.11.15 

か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち 

９ 
 
 

水
元
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア 

 
紅
葉
美
の
パ
ノ
ラ
マ 

 
 

 

都
立
水
元
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
桜
（
水
元
公
園
全
体
で
約

千
三
百
本
）
や
菖
蒲
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
12
月
初
旬

に
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
紅
葉
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

針
葉
樹
メ
タ
セ
コ
イ
ア
（
ア
ケ
ボ
ノ
ス
ギ
／
曙
杉
）
が
「
生

き
て
い
る
化
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
数
百
万
年
以
前
の

地
層
か
ら
日
本
に
は
無
か
っ
た
木
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
た
め

で
す
。
日
本
へ
の
再
上
陸
は
、
昭
和
24
年
に
皇
居
に
植
え
ら
れ

た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
に
輸
入
さ
れ
た
種
や
苗
、
ま
た
挿
し

木
で
全
国
に
拡
が
っ
た
そ
う
で
す
。 

新
緑
も
美
し
い
の
で
す
が
、
見
事
な
の
は
紅
葉
で
、
水
元
は

全
体
で
千
八
百
本
、
対
岸
の
み
さ
と
公
園
に
は
全
二
百
六
〇
本

あ
り
ま
す
の
で
、
水
元
大
橋
付
近
か
ら
眺
め
る
と
パ
ノ
ラ
マ
的

な
ス
ケ
ー
ル
感
が
あ
り
、
圧
倒
さ
れ
る
美
し
さ
で
す
。 

そ
の
他
の
紅

葉
・
黄
葉
で
美

し
い
の
は
駐
車

場
の
モ
ミ
ジ
バ

フ
ウ
、
そ
の
近

く
の
ポ
プ
ラ
並

木
（
全
約
二
百

本
）、ユ
リ
ノ
キ

（
百
合
の
木
）。 

花
が
美
し
い

の
は
５
月
に
咲

く
ユ
リ
ノ
キ
、

セ
ン
ダ
ン
（
栴

檀
）、グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
の
北
西

側
の
ナ
ン
ジ
ャ

モ
ン
ジ
ャ
（
ヒ

ト
ツ
バ
タ
ゴ
）

な
ど
の
珍
し
い

木
も
あ
り
ま
す
。 

 

鳥
の
種
類
も
多
く
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
盛
ん
で
、
カ

ワ
セ
ミ
が
人
気
で
す
が
、
運
が
よ
け
れ
ば
キ
ジ
（
雉
）
の
雄
や

白
鳥
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

バ
ス
は
金
町
駅
南
口
か
ら
京
成
バ
ス
金
63
が
さ
く
ら
堤
を

通
る
の
で
最
適
で
す
が
、
３
～
11
月
土
・
日
・
祝
の
運
行
な
の

で
、
平
日
と
12
～
２
月
は
金
61
、
金
62
の
水
元
公
園
下
車
、

金
61
の
大
場
川
で
下
車
。 

せせらぎ広場西側のメタセコイア／撮影：2017年12月６日 
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亀
有
さ
く
ら
通
り 

静
か
な
住
宅
街
の
花
見 

 
 

 「
亀
有
さ
く
ら
通
り
」（
亀
有
一
丁
目
、
二
丁
目
、
青
戸
八
丁

目
）
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
お
花
見
の
場
所
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ

う
な
お
祭
り
用
の
提
灯
が
無
く
、
景
気
を
あ
お
る
よ
う
な
う
る

さ
い
音
楽
も
流
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
自
動
車
の
往
来

も
少
な
く
、
人
通
り
が
少
な
い
割
に
は
レ
ン
ガ
敷
き
の
歩
道
が

広
く
、
の
ん
び
り
と
見
物
し
な
が
ら
歩
け
る
こ
と
で
す
。 

 

周
囲
が
個
人
用
の
住
宅
、
病
院
、
学
校
、
幼
稚
園
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
環
境
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

眺
め
て
楽
し
む
の
は
、
上
を
向
い
て
見
る
桜
だ
け
で
な
く
、
下

を
向
い
て
見
る
各
住
宅
で
育
て
ら
れ
た
植
栽
の
花
々
も
彩
り
豊

か
で
、
名
の
知
ら
れ
た
桜
の
名
所
と
は
一
味
違
っ
た
愛
す
べ
き

お
花
見
の
散
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
29
年
３
月
25
日
発
行
「
広
報
か
つ
し
か
」
は
「
春
は

区
内
の
桜
を
見
に
行
こ
う
！
／
区
内
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
」
と

い
う
見
出
し
で
12
カ
所
の
桜
の
見
所
を
紹
介
し
、
各
ス
ポ
ッ
ト

の
桜
の
木
の
本
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。「
亀
有
さ
く
ら
通
り
」

は
約
１
５
０
本
で
、
こ
の
本
数
は
「
か
わ
ば
た
・
東
四
つ
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
り
」
と
同
じ
で
、
水
元
公
園
（
約
７
３
０
本
）、

水
元
さ
く
ら
堤（
約
６
０
０
本
）に
次
ぐ
３
番
目
の
多
さ
で
す
、 

 
   

平
成
28
年
６
月
に
開

院
し
た
葛
飾
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
前
歩

道
の
左
右
に
は
二
つ
の

藤
棚
、
数
カ
所
の
ベ
ン

チ
も
あ
り
、
散
歩
道
に

適
し
て
い
ま
す
が
、
飲

食
店
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
、
飲
み
物
は
持
参

が
お
す
す
め
で
す
。 

 

行
き
方
は
、
区
報
で

は
亀
有
駅
か
ら
徒
歩

15
分
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
バ
ス
な
ら
近
く

ま
で
行
け
ま
す
。 

最
も
近
い
バ
ス
停

で
あ
る
亀
有
中
学
校
は

亀
有
新
道
を
通
る
系
統

の
小
54
、
新
小
52
乙
、

新
小
53

、
有
70

・

71
・
72
な
ど
が
最
適

で
す
。 

修徳学園（右）付近／18.３.30 

すまいる亀有付近／撮影：2017年４月７日 
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西
亀
有
せ
せ
ら
ぎ
公
園 

四
公
園
と
農
産
高
隣
接 

 
 

 

公
園
の
名
前
は
「
せ
せ
ら
ぎ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
待
す

る
ほ
ど
の
せ
せ
ら
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
公
園
の
良
さ
は
、

イ
チ
ョ
ウ（
銀
杏
）並
木
が
北
側
か
ら
見
る
と
Ｔ
字
型
に
な
り
、

足
元
に
は
季
節
ご
と
に
異
な
る
花
々
が
咲
い
て
い
て
、
散
策
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
楽
し
み
も

あ
り
ま
す
。 

 

東
西
に
連
な
る
並
木
の
両
側
に
は
東
京
都
立
農
産
高
等
学
校

の
農
園
が
あ
り
、
外
周
垣
根
の
根
元
に
は
季
節
の
花
が
植
え
ら

れ
た
り
、
花
の
リ
ー
ス
と
し
て
飾
ら
れ
た
り
、
垣
根
の
隙
間
か

ら
は
農
園
に
植
え
ら
れ
た
花
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
正
門
の
外
側
と
内
側
に
も
花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
校

内
は
「
無
断
立
ち
入
り
禁
止
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

せ
せ
ら
ぎ
公
園
は
四
つ
の
公
園
（
藤
塚
東
公
園
、
藤
塚
西
公

園
、
中
道
公
園
、
上
千
葉
砂
原
公
園
）
と
繋
が
っ
て
お
り
、
中

で
も
一
番
大
き
い
「
上
千
葉
砂
原
公
園
」
は
、「
広
報
か
つ
し
か
」

（
平
成
29
年
３
月
25
日
号
、N

o.1
6
9
0

、
７
面
）
に
よ
る
と

約
90
本
の
桜
の
木
が
あ
る
そ
う
で
、「
区
内
の
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
蒸
気
機
関
車
「
デ
ゴ
イ
チ
」
Ｄ
51
、
子
供
の
遊
具
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
葛
飾
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
交
通
公
園
と
し
て
の
施
設
の
ほ
か
、
園
内
に
は
ふ
れ
あ
い

動
物
広
場
が
あ
り
、
リ
ス
ザ
ル
、
ヤ
ギ
、
ミ
ニ
ブ
タ
な
ど
の
動

物
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
た
り
モ
ル
モ
ッ

ト
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。 

 

行
き
方
は
、

京
成
タ
ウ
ン

バ
ス
の
有

57
（
Ｊ
Ｒ
亀

有
駅
の
南
口

⇅
お

花

茶
屋
駅
経
由

⇅
葛

飾

区
役
所
・
タ

ウ
ン
バ
ス
車

庫
）
の
上
千

葉
砂
原
公
園

下
車
。 

西亀有せせらぎ公園のイチョウ並木／撮影：2018年４月29日 

イチョウ並木の紅葉／17.11.16 

都立農産高校正面玄関の花壇／17.５.28 
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に
い
じ
ゅ
く
み
ら
い
公
園 

東
京
理
科
大
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

「
に
い
じ
ゅ
く
み
ら
い
公
園
」
は
、「
東
京
理
科
大
学
葛
飾

キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
よ
っ
て
南
北
に
隔
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
側

の
公
園
は
、
外
見
的
に
は
理
科
大
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ほ
ぼ
一
体
化

し
て
お
り
、
広
く
緩
や
か
な
丘
陵
に
は
芝
生
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

に
よ
っ
て
緑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
樹
木
が
植
え
ら

れ
、
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
側
の
公
園
は
運

動
場
で
、多
目
的
広
場
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

理
科
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
部
外
者
は
許
可
な
く
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
敷
地
内
は
散
策
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
建
物
と
建
物
の
間
と
か
、
建
物
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
花
期
が
異
な
る
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
珍
し
い
草
木

も
あ
り
、
季
節
ご
と
、
月
ご
と
訪
ね
て
み
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま

す
。 中

央
に
位
置
す
る
管
理
棟
１
～
２
階
の
学
生
食
堂
は
学
生

向
け
の
価
格
に
な
っ
て
お
り
、一
般
の
人
も
利
用
可
能
な
の
で
、

散
策
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
の
も
お
薦
め
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
金
町
駅
北
口
か
ら
、
徒
歩
約
10
分
、
ま
た
は
京
成
バ

ス
金
02
出
入
（
金
町
営
業
所
行
）
で
に
い
じ
ゅ
く
み
ら
い
公

園
、三
菱
ガ
ス
化
学
東
京
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
、公
園
南
で
下
車
。 

な
お
、
ア
リ
オ
亀
有
循
環
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
／
新
宿
・
南
水

元
ル
ー
ト
な
ら
新
宿
六
丁
目
南
、
三
菱
ガ
ス
化
学
、
公
園
南

で
下
車（
１
時
間
に
１
本
の
み
、毎
月
第
３
火
曜
日
は
運
休
）。 

にいじゅくみらい公園南／奥の３つの建物は理科大、 

左=図書館、中央=管理棟、その奥白い建物は都営住宅／撮影：2018年４月29日 

東京理科大学の正面入口より奥の図書館を望む／18.4.20 
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曳
舟
川
親
水
公
園
北
側 

足
立
区
葛
西
用
水
親
水
水
路 

 

 

葛
飾
区
の
、
南
北
の
ほ
ぼ
中
央
、
東
西
の
や
や
西
に
位
置
す

る
曳
舟
川
親
水
公
園
は
全
長
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
北
側

（
江
北
橋
通
り
と
の
交
差
点
か
ら
区
境
の
古
隅
田
川
緑
道
ま
で
）

に
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
、
水
路
の
な
い
緑
道
が
連
続
し
て
続

い
て
い
ま
す
。 

北
側
の
緑
道
部
は
、
古
隅
田
川
緑
道
を
境
に
大
き
な
水
車
か

ら
始
ま
る
足
立
区
の
葛
西
用
水
親
水
水
路
に
繋
が
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
先
、
大
谷
田
陸
橋
の
下
を
く
ぐ
る
と
葛
西
用
水
桜

通
り
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
散
策
な
ら
、

変
化
の
あ
る
水
辺
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

曳
舟
川
の
方
は
、
水
路
が
浅
く
、
小
川
の
よ
う
に
水
草
が
繁

り
、
セ
リ
や
ク
レ
ソ
ン
が
生
え
、
ま
た
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
っ
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
真
夏
に
は
曳
舟
十
四
橋
バ
ス

停
付
近
に
あ
る
水
遊
び
広
場
の
休
憩
所
屋
根
軒
先
か
ら
シ
ャ
ワ

ー
の
よ
う
に
水
が
飛
び
出
し
、
子
供
た
ち
が
水
浴
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
の
で
、
文
字
通
り
親
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

葛
西
用
水
の
方
は
、
大
谷
田
陸
橋
付
近
の
上
流
は
水
路
や

水
深
は
浅
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
和
親
水
公
園
付
近
に
な

る
と
鯉
が
泳
げ
る
よ
う
な
深
さ
と
な
り
、
ま
た
水
路
も
低
く

な
り
、
見
て
楽
し
め
る
親
水
水
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
亀
有
駅
か
ら
が
最
適
で
す
が
、
区
の
東
部
方
面
か
ら

は
亀
有
新
道
を
通
る
バ
ス
で
亀
有
二
丁
目
、
西
部
か
ら
は
綾

01
で
曳
舟
川
親
水
公
園
ま
た
は
曳
舟
十
四
橋
下
車
が
お
薦

め
で
す
。 

曳舟十四橋バス停付近の曳舟川親水公園／撮影：2018年５月11日 

曳舟川親水公園 

東和親水公園付近の葛西用水親水水路／18.５.12 
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曳
舟
川
親
水
公
園
の
南
側 

葦
茂
り
自
然
の
小
川
を
感
じ
る 

 

 

前
回
は
曳
舟
川
親
水
公
園
の
北
側
と
、
そ
れ
に
続
く
足
立
区

の
葛
西
用
水
親
水
水
路
の
紹
介
で
し
た
が
、
今
回
は
曳
舟
川
親

水
公
園
の
南
側
（
お
花
茶
屋
駅
付
近
か
ら
水
戸
街
道
ま
で
）
を

ご
案
内
し
ま
す
。 

 

南
側
も
北
側

と
同
じ
よ
う
に

人
工
の
水
路
が

主
役
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
北

側
や
葛
西
用
水

よ
り
昔
の
小
川

の
よ
う
に
両
岸

に
草
が
生
え
、

自
然
な
雰
囲
気

を
出
し
て
い
ま

す
。 一

部
分
で
す

が
、
下
記
地
図

の
中
央
あ
た
り

は
葦
が
密
集
し

て
茂
り
、
水
面

が
見
え
な
い
ほ

ど
繁
殖
し
て
い

ま
す
。 

 

四
つ
木
地
区
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
停
付
近
は
桜
の
木
が
三
列

で
、
開
花
時
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
二
つ
で
き
て
い
ま
す
が
、

桜
が
終
わ
っ
た
後
も
雰
囲
気
の
良
い
木
陰
の
林
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
金
町
、
亀
有
、
綾
瀬
、
新
小
岩
か
ら
。
地
図

の
バ
ス
停
名
と
路
線
番
号
を
参
考
に
。
レ
イ
ン
ボ
ー
か
つ
し

か
金
町
・
亀
有
か
ら
ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
へ
行
く
小
型
バ

ス
（
有
71
・
72
）
は
車
窓
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。
な
お

６
号
線
を
通
る
錦
37
・
草
39
は
上
り
と
下
り
の
場
所
が
違

い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。 

自然の小川のような水草／撮影：2018年５月５日 

水面を覆いつくほどの葦／18.５.５ 
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右手が歩道と墓地、水戸街道は左手／18.３．１ 

か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち
15 

 
 

四
つ
木
め
だ
か
の
小
道 

懐
か
し
い
昔
の
小
川
を
再
現 

 

 

水
戸
街
道
（
６
号
線
）
と
平
和
橋
通
り
が
交
わ
る
本
田
広
小

路
交
差
点
か
ら
荒
川
方
面
へ
向
か
う
と
、
水
戸
街
道
に
ま
た
が

る
横
断
歩
道
橋
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
左
側
か
ら
小
川
が
あ
り
、

「
四
つ
木
め
だ
か
の
小
道
」
と
い
う
縦
書
き
の
標
識
柱
が
あ
り

ま
す
。 

そ
の
少
し
先
に
は
横
書
き
の
標
識
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
曳

舟
川
自
然
再
生
区
域
～
四
つ
木
地
区
～
自
然
再
生
区
域
は
、
自

然
が
再
び
生
き
返
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
場
所
で
す
。
大
切
に

守
り
育
て
て
く
だ
さ
い
。
メ
ダ
カ
、
ト
ン
ボ
の
や
ご
な
ど
を
守

る
た
め
、
コ
イ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
の
魚
を
放
流
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
小
川
に
適
さ
な
い
魚
・
植
物
は
、
排
除

し
ま
す
。
平
成
９
年
10
月
３
日
指
定 

葛
飾
区
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。 

自
然
再
生
区
域
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
「
曳
舟
川
親

水
公
園
」
Ｐ
13
・
Ｐ
14
、「
古
墨
田
川
」
Ｐ
２
、「
西
水
元
水

辺
の
公
園
」
Ｐ
７
な
ど
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
小
川
は
、
自
然
再
生
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
他
の

小
川
よ
り
も
、
よ
り
自
然
で
、
昔
の
田
舎
に
あ
っ
た
小
川
の

懐
か
し
い
雰
囲
気
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
短
い
の
が
残

念
で
す
。 

 

行
き
方
は
、
電
車
駅
か
ら
歩
く
な
ら
京
成
線
の
四
ツ
木
駅

か
ら
約
10
分
で
す
が
、
バ
ス
な
ら
金
町
駅
前
発
・
草
39
、

青
戸
車
庫
前
発
・
錦
37
、
新
小
岩
駅
東
北
広
場
発
・
新
小
52

で
す
。 

 

な
お
、
土
地
表
示
は
「
四
つ
木
」
で
す
が
、
都
営
バ
ス
と

京
成
電
車
は
「
四
ツ
木
」、
京
成
タ
ウ
ン
バ
ス
が
「
四
つ
木
」

と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
左
の
地
図
は
そ
れ
に

従
い
ま
し
た
。 

歩道は左側のみ、その左手が墓地／18.４.28 

小川の北東側、右手は住宅地／撮影：2018年４月28日 



 - 16 - 

か
つ
し
か
四
季
の
散
歩
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か
わ
ば
た
／
東
四
つ
木 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
り 

八
重
桜
の
満
開
で
二
度
目
の
お
花
見 

 

平
成
30
年
３
月
25
日
発
行
の
広
報
「
か
つ
し
か
」
５
ペ
ー

ジ
に
「
区
内
の
桜
を
見
に
行
こ
う
！
主
な
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
」

と
い
う
見
出
し
で
「
か
わ
ば
た
・
東
四
つ
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通

り
」
の
桜
は
約
１
４
０
本
、
立
石
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
そ
し
て

「
東
立
石
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

開
催
日
が
４
月
15
日
と
い
う
こ
と
は
「
か
わ
ば
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
通
り
」
の
両
側
に
あ
る
「
八
重
桜
」
約
60
本
の
満
開
に
合

わ
せ
た
桜
祭
り
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

桜
は
、
や
は

り
染
井
吉
野
が

好
き
と
い
う
方

に
は
、
平
和
橋

通
り
か
ら
の

「
東
四
つ
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通

り
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

こ
こ
に
も
道

の
両
側
に
桜
が

植
え
ら
れ
、
自

動
車
の
通
り
も

少
な
く
な
り
、

ゆ
っ
く
り
見
物

で
き
ま
す
。 

「
き
ね
川
さ
く
ら
通
り
」
も
染
井
吉
野
で
、
綾
瀬
川
の
ほ
う

か
ら
歩
く
と
す
ぐ
立
派
な
赤
い
木
下
川
薬
師
の
仁
王
門
と
な
り
、

門
の
左
右
に
金
剛
力
士
像
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
奥
に
は

高
く
そ
び
え
る

鐘
楼
が
あ
り
ま

す
の
で
、
境
内

に
入
り
、
見
物

し
た
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
先
、
中

川
右
岸
緑
地
公

園
に
向
か
う
と

「
平
和
橋
桜
堤
」

に
も
大
き
い
染

井
吉
野
が
あ
り
、

お
弁
当
を
拡
げ

る
草
地
も
あ
り

ま
す
。 

徒
歩
な
ら
四

ツ
木
駅
か
ら

「
東
四
つ
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通

り
」
ま
で
は
改

札
口
右
手
の
渋

江
商
店
街
を
通

っ
て
約
10
分
。 

綾
瀬
川
沿
い
に

木
下
川
薬
師
ま

で
行
く
に
は

10

分
以
上
か

か
る
で
し
ょ
う
。 

東四つ木コミュニティ通りの染井吉野／18３.30 

木下川薬師の仁王門／18.３.30 

平和橋桜堤／18.３.30 

かわばたコミュニティ通りの八重桜／撮影：2018年４月８日 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宝蔵院（奥戸）の鐘楼と彼岸花 

撮影：2017 年 9 月 11 日／６ページ参照 

水元公園の花菖蒲広場付近で偶然出会った雉 

                   撮影：2016 年 10 月 21 日 

上の写真は、「かつしか四季の散歩みち」取材中に撮影した写真です。記事には掲載できなかった

中から、特に印象に残った写真を「葛飾の風景」として収録しました。（行） 

 

 

 

 

中川左岸緑道公園（西新小岩）のタチアオイとハープ橋 

        撮影：2017 年６月６日／８ページ参照 

堀切菖蒲園近くの紫陽花の道／ 

撮影：2018 年５月 26 日／５ページ参照 水元公園の花菖蒲広場付近で偶然出会った雉 

                   撮影：2016 年 10 月 21 日 
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ユ
ニ
コ
ム
か
つ
し
か
の
機
関
誌
「
ユ
ニ
コ
ム
通
信
」Vo

l
.

56
（2

0
15

年
10
月
15
日
発
行
）
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
か

つ
し
か
四
季
の
散
歩
み
ち
」
は
、20

1
8

年
４
月
15
日
発
行

V
o
l
.71

の
16
回
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は
、
そ
の

16
回
分
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

な
お
、
記
事
に
よ
っ
て
は
掲
載
時
の
文
章
に
加
筆
修
正
し

た
も
の
や
撮
り
直
し
た
写
真
を
掲
載
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

隔
月
発
行
機
関
誌
の
掲
載
写
真
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
か

ら
小
サ
イ
ズ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
小
冊
子
で
は
拡
大
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
撮
影
し
た
当
時
の
季
節
、
時

間
、
天
候
な
ど
の
関
係
か
ら
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
拡
大
に
は

不
向
き
だ
っ
た
の
で
、
撮
り
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ま
ず
天
候
。
撮
影
対
象
に
当
た
る
太
陽
光
の
角
度
を
考
え

て
午
前
に
す
る
か
午
後
に
す
る
か
な
ど
毎
朝
空
を
眺
め
、
自

転
車
走
行
の
た
め
に
強
い
風
が
な
い
か
も
確
か
め
て
撮
影
に

出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
目
次
の
機
関
誌
掲
載
年
月
と
写

真
の
撮
影
年
月
と
は
か
な
り
の
年
月
差
が
あ
り
ま
す
。
天
気

が
良
い
日
を
選
ん
で
出
か
け
た
の
で
楽
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
し
た
が
、
手
首
か
ら
先
が
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
ま
し
た
。 

機
関
誌
掲
載
時
の
本
文
で
は
地
図
を
作
製
し
た
た
め
葛
飾

の
地
理
に
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
バ
ス
停
を
紹
介
し
ま

し
た
の
で
、
日
常
生
活
で
の
バ
ス
利
用
・
乗
り
換
え
が
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
、
実
生
活
で
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
連
載

を
担
当
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  
 
 

（
行
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ユニコムかつしかは 
パソコンやＩＴの普及支援を通して 
豊かで温もりのある地域コミュニティを 
つくることを目的に活動している 
ＮＰＯ法人です 

 

 

■主要パソコン教室（区協働・委託等） 
・暮らしを彩るパソコン教室 
・シニアのための IT 講習 
・障害者パソコン教室 
・テクノプラザかつしかパソコン講習会 
・えみふる PCサロン 
・江東区産業会館 iPad 講習 

■自主事業 
 ・ユニコムかつしかパソコン教室（個人レッスン） 
 ・日商 PC検定試験（地元葛飾でネット試験がうけられます 
・チラシ・会報・Web サイト制作支援 

お問合せ 
〒124-0012 
葛飾区立石 3-30-18 

📞03-6905-8080 Fax:03-6657-6185 
E-mail:info@uc-k.net 
Website:http://uck80.com 
※電話によるお問い合わせは 
 平日月水金の９時から 17時まで 

 


